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太陽黒黙観測法
　　　　　　　　　　　　襯頂部太陽課幹事

　　　　　　　　　　　　柴　田　淑次

　　　　　　　　　　　ま　へ　お　き

　近年，太陽の黒門が我々の生活に直接交渉を持つミ云ふやうな議論が俄

かに喧しくなって來ましたので，太陽下鮎を観測しやうミ云ふ人が非常に

多くなって來ました．現に，大正九年本會が創立されてからでも，もう幾

十人ミ云ふ入が観測して來ました．其して現今でも都合五入の入が毎日，

三二を観測して居ます．でありますから毎月の終りには我々の机上には相

當の記録が集りますので，すつε以前の様に，何もわざわざ外回からの報

一告を待たすミも，三月の黒黙の清長は可なり精密に判定出回るのでありま

す．しかし，まだまだ之れ位の観測者では不足で毎月，月に一日や二日は

必ず此の五入の者が誰れも槻測しなかった日が残されます．こう云ふブラ

ンクは，連綾観測を以て其生命εするものには，實に致命膓であって，誠

に有難からざるものであります．ですから我々ミしては，出來るだけ此の

ブランクを埋めて，出來るだけ立派なものにする必要があります．所で其

れには，一一一人の観測者を以てしては明らかに不可能でありまして，一年中

雨が降ったり曇ったりする事のないε云ふ所は，挺界中何回にもないε思

ひます．ですからなるべく遠くはなれた，場所に少くこも三人多くは幾百

人の観測者があれば好都合です．此の意味にをきまして，我々は今後あら

ゆる方面に，積々木二黒鮎の観測者が出現せん事を望んで止まない次第で

す。

　此れから，私は，今やつていられる方々は勿論，此れから，現らはれて

來る憎しい黒鮎観測者のナこめに，太陽黒鮎の観測法を，一通り，述べて見

たいミ思ひます．そうして，我同好會におきましては，今後，之の観測法

を標準εして，なるべく，之れによって，其結果を報告して戴きナこいので

あります．ε云ひますのは，今迄，色々な人々が，色々な形式の報告をさ

れて來ましたので，我々の方で，それを整理するのに，非常に面喰つナニか
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らであります・これからお話ししやうざしますのは，極く，かみ砕いナこも

のでありまして，よく御存じの方々には，少々，く魯い所もありませう．

　籾て之れを大別して，太陽の直接観測ミ爲眞観測ミに分ちます．

　　　　　　　　　　　A　太陽の直接襯測

　　1・黒蟻の数の決定

黒鮎の撒を勘定するのは，ft　s“，ポツポツご方々に散らばって居るもの

を見えるまXに，一つN“　N勘定すれば好いのであります．ナこ、唄；時に注意

蒋＾　 珂匹

。
≦

なりますミ，時には，アンブラを横ぎって所謂美しい，

すが，黒黒占の撒は勿論，之の様なものに影響されません

　2．黒鮎舞敷の決定

　此れは，黒煙槻二三，最も決定に困難するものであります。今迄は，唯

各齪測者の殆んさ自由に委ねられてゐましたが，我同好會におきまして

は，大艦，諏訪の三澤氏の標準に從ひます．

　一・一ew，黒煙の禺現の形式は，ほ望一定してみるものでありまして，英國

天文協會では，それを幾つかの型に分類してみる位でずですから，少し

観測に從事すれば，大艦方々にちらばってみる黒瓢を，それらの型のいつ

れかに，まミめる事が三半ます．今此の型を下に記しますε，

　　　第一型．一つ或はそれ以上の小黒瓢の集り．

すべきは，黒黙は，たεへ，アンフフ

がいかに細かく分かれて居ても，ペナ

ンブラが綾いてさへ居れば，それbe　一一

つミして勘定します．例へば第一圖は

唯一一つの黒鮎ミされるべきであります．

それから観測に熱心な方々は，何でも

黒黙を多く見やうE思って，無い黒黒占

断を数へる事が往々あります．何も多

く見る事のみが観測の唯一一の生命では

ありません，黒子の相等大きいものに

　　　　　　　　　ブリッヂが見えま
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　　　第二型，二大黒黒占が封立してみる場合．

　　　第三型、t連吟しナこ黒黒占群

　　　第四型．軍猫大黒馳、

　　　第五型．大黒黒占が不規則に集ってみる場合

　此の中，各型は叉それぞれa，b，c……に分かれてみて，細かい記録が取

れるやうになって居ます，さて亭号の型を目安Sして群を決定しますε，

可なり，うまく出凹ます．例へば，第二ma　cのやう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一一一圃に，大黒黒占を先頭にしナこ家族連れの黒毛列が現はれ

れば其れは，明らかに第三型ですから，一群こして

敷へる事ができるでせう．がしかし，之の標準は決

して黒馳甲声を匠草するために作られナこのでありま

せんので，ナこN“一般的の目安に外ならない事を注意

しなければなりません．

　次に，黒黒占列ミ云ふものは，少く大腿に云って太

陽面上の赤道に準行にならぶものですから接近して

いても異なる緯度にあればそれらは異なる群ミ見る

べきでせう．例へば第四圖の如きです，

’
e監
　麟

　　醗

　　　も

　叉，撒多く出る黒鮎群の中には，大抵頭部ε尾部εがあります．例へば，

第三圖においては，頭部に，一大黒黙が頑張って居て，それにつS’いて小

さい子供の黒貼がウヨウヨあって，最後に，殿りを承って，少々兄貴顔の

中黒馳がつNtいてるます．之の様な形式のものは，屡々見うけられるので

ありまして，躍然早れらは一群：号すべきであります．それ故に，第三圖の

様な，黒歯列は，たεへ同緯度にあってお互に接近してみても二群ミ勘定

すべきであります．

　扮て，之等の勘定方法の適用するのは，甘く特別な場合のみでありまし

て，實際はそう都合のよい形のものばかりは出現しません．故に，此の攣

形して出現する黒驕を一群にまεめる事や，丁度巨群の中間にある黒鮎を

さちらに入れるかは今では，た・塔観測者の自由におまかせするより仕方

がありません．故に志下問題εしては，各観測者の個入の標準によって決
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定された黒灘群藪の方がはるかに多いのであります．要するに誰れが見て

も一群だε云ふ襟な奴を山群に籔へなければその後の細かいこεはきうあ

ってもよろしいのです．te　stこNに注意すべきは各観測者は自分の標準を

徹頭徹尾攣へない様にする事です．そうすれば，恰かも，攣光星観測に各

自の光階の一定してみる様に，長期にわたる其の襯測者の結果は極めて重

要なものになります．我々同好會に報告されるεきは，成るべく，各群毎

に別々にして，各回毎の黒鮎の漕長をお知らせ下さい．
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第　　五　　固

　3．黒八の経緯度の決定

　太陽黒鮎の予測中で，黒鮎の藪を算へたり．群を決定したりするのも亦

面白いものですが，それよりも，黒鮎の緯度乃至経度を決定するのは一番

面白く，叉一番，有露な研究材料を提供します．毎日，各藩鮎の緯度を決定

すれば，月毎に集めて其月の各緯度の活動歌態，攣化の模様が伺はれ，前

の横な唱陽の全艦の潰長を，者緯度に堤脚して話が出來ますから，それだ

け微に入り，細に渡った仕事が出來ます．」叉，豫め繧度を決めて置きます

ε，黒瓢の固有運動等を無燈すれば，太陽の自韓周期が，如實にあらはれ

て，今太陽面上，経度何度緯度何度の黒黒占は，此前，何月何日に，何々に

見えてみたこごがあっナこかε云ふ様な事もわかります。從って，もし，今

後も其黒瓢の壽命が綾くものミ假定すれば，將來における其黒黙の位置も，

豫報出來るわけです．

　併し，悲しい事には，此の緯度経度の決定には，匪も手数を要するもの

でありまして，叉極く粗末な機械では，正確には決定もしかねます．です

から坂初は黒鮎がえ陽の南北いつれの牟球に囑するかを決定するだけでよ

ろしい．又同好會観測部に報告されるεきにも，南北爾牟球にわけるだけ

で結構です．

　之の経緯度の決定法は色々ありますが，直接決定するのに便利なものを

次に二三畢けてをきませう，
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〔a〕此れには，すべて投影法を用ひます．

　今望胃鏡の，サングラスを外して，接眼部の後方に，白紙をおきますε

そこに太陽の籏大された像が出銭ます．此れからは，すべて此の像につい

てお話しします．今此の白紙の上へ遮當の大きさの圓をかいて，其直径の爾

端に二つの切線をひきます．（第五圖）さて瞠れを持出して，丁度，太陽の

大きさが今書いた圓の大きさに一致する迄，三眠レンズE白紙を加減して

焦鮎を合せます．さて，そのまX放っておきますミ：，太陽は就労蓮動のた

め，西の方へ運きます．ですから，紙上の太陽も段々すれていきます．そ

れで今，先き程かいた二本の切線の方向を丁丁にかへて（白紙を廻韓さす）

太陽が常に，二本の切線の内側を，切線に沿ってうごく様にすれば，其切

線の方向は郎ち天球の赤道の方向です．此れには又次の様にやってもよろ

しい，

　先程，叢いナこ圓の中の任意の瓢Pを通る直線を一本ひきます，通常之れ

には，中心を取つナこ方が便利です．そして太陽面上の任意の黒黙を捕へて

之れを之の直線上にのせます．それから前の様にして此の黒黒占が此の直線

の上を側へそれない襟に動いて行く襟にすれば其の直線の方向が天球の赤

道の方向です．太陽面に野洲のあらはれて居るεきは，此の二つの方法の

いつれでもよろしいが，黒門がない場合，白絞の緯度を決定するのには勧

めの方法によるのがよろしい・束西南北をきめるのは，太陽の動いて行く

方向が西であるミ思へばいXわけです．從って，南中時に天膿用接眼鏡を

用ひて太陽を背に受けて紙に向へば上が北です．

　揖て，此の様にして紙上に天球の赤道の方向が決定されナこならば，之れ

を太陽面上の赤道になほさねばなりません此のレダクシヨンには1曹う

しても暦が必要です．暦は天文暦なら何でもよろしい．最も手近な所では，

同好會嚢行の天文年鑑もあります，それには，19頁（1928年暦）に，太陽面

の纒緯度ミ云ふ記事があって，十日侮に．太陽の物理表ミ云はれるP，B，L，

ミ云ふ鰍値が掲げてあります．此等の量については，同誌にも説明がして

ありますが，一度此慮でも解説しておきませう．

　先づ持々は太陽の中心Cにをいて，紙面に直角に立てナニ垂線上に居る
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ものεします．そして前に定めた，天球の赤道の方向をEE’ミし，それ

に直角にNCSをひきますミ，此の線は，師ち，天球の南北を指し示しま

第　　六　　圖
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す．今ADA’を太陽の赤道面，　ncsをそれに直角な方向（帥ち太陽の自縛

軸の方向）．εしますε紙上に於けるLNCnがPミ云ふ量であります．つ

・’ ﾟて云ひますε，太陽の中心を通ほる子午線ミ，太陽の自三軸ミのなす

角であります．但．記事中，十符號は太陽の北極がNcsより東へ，一符

號は西へ傾いてみる事を意味します．

　次に，Bミ云ふ量を示すため，前圖を，　goo廻若して矢の方向より見ナこ郎

ち，太陽をncsを含んで紙面に直角な卒面で切断し，　Cにおいて，其卒面

に立てナこ垂線上より見た圖を豊きます．（第七囲）．そうするミ，現在は太

陽の赤道面上に眼のあるこミになりますから，太陽0）赤道は，一直線DCD’

になって現はれます．從って，前の太陽の中心ミ地球の中心εを結んだ線

はcc’Eなるでせう。でありますから，　Bε云ふ角はLC／CDをあらはす

のであります．師つS“めて云ひますε太陽面纒緯度で示しナこ地球の緯度で
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す．但＋符號は，ecノが太陽赤道より北に一符號は南にあるこεを示します．

最後にLξは其日其日の正午に見えてみる太陽の中央子線の経度の値で

　　　　　　　　　　　　　第　　七　　圖

ル

ア
ー

s

D
処

，
C

s

あります．此れには，我々が勝手に定めナこ．一回線（1854年正月元旦の萬

二時の正午における太陽の中央子午線）を経度零度εし，それから測った

角度であります．（但，太陽自韓週期＝＝25．38日Sして）．

　揖て，上記の襟な三つの量を用ひますミ締緯度が畠ますが，た・噛北爾

牟球を分けるだけにはPξBミでよろしい、先づ，観測から得た天球の

赤道よりPを以て太陽面上の赤道の方向をきめてしまひます．次にBを

場て其赤道の上下の傾きを決定して曲線ADAノ（第六囲）をかきます．此の

曲様は楕圓でありますから，その長軸CAε其短軸CD　Eよりたやすく

楕圓がかけます、但Bは角度で表はされていますから之れをCDの長さ

に直ほす必要があります．それには　CD＝SinB．εすればCAを軍位の

長さにしナこCDO）長さがあらはれます．爾．他の緯度乃至経度を引くのは

投影囲を作ろ法が早いですが此の作圖法は後に述べます．

　揖て，話は前にかへっで見掛の赤道を決定してしたならば今度は黒鮎

の位置を記入しなくてはなりません．それには，経緯儀の望遠鏡を持たれ

る方は，先づ前の白紙のかわりに，セクションペーパーを用ひます．そし
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て前のやうに，太陽を二本の切線に沿はせて蓮動させて，丁度，紙上に叢

かれナこ圓に太陽の輪邊が一致するEき，すばやく，黒黒占の位置を紙の目の

藪を以て讃み取ります．叉，時計付きの赤道儀の方は，時計をかけナこまX

太陽が圓を離れない様に注意しつN，黒黙の位置を紙上に記入します．黒

黙の大きいεきは其中心をミります、

　かくして黒鮎の記入された圓を，上記の方法で整理しますミ，その黒黙

は，赤道の南北いつれの牛球にあるかを，直ちに知るこεが出來ます．

　又別法εして，観測されナこ圓に赤道を叢くかはりに豫め，Bの色々の値

に封ずる赤道の位置をかいておきますミ，それを子午線にPだけ傾けて

望遠鏡の接眼レンズの後方におきますご，簡軍に黒鮎0）位置が定まります．

　〔b〕　スbツプウオッチを用ひる法

　前ε同様に圓ミニ本の切線を紙にかいて，切線の内側に滑ふて，太陽を

蓮動させます．そして，最初太陽の縁が圓にふれtこ時刻，黒黒占が最初圓に

ふれた時刻，太陽が圓に一致しナこ時刻．黒黙の圓を出る時刻，の四つを求

めますεそれから，黒黒占の位置が計算されます．

　此れは前の，セクションペーパーの

目の藪に相寵する値でありまして，此

れから，太陽面の経緯度を求めるには

前の様にしなければなりません．もつ

εも，此の値より直接計算で経緯：度を

求めるこ〉一も出來ますが，可なり面倒

な計算ですから此慮には省きませう，

此のストップウオッチを用ひる方法で

は太陽は，紙の上を可なり早く動きま
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すから，秒の軍位迄精確に測定するこミが出來ます．

　〔c〕最後に，偉く簡輩に黒黙の緯度を求める方法をお話ししませう。も

つミも之れは簡軍なだけ，ラフになりますが大抵は間に合ひますから便利

です，

　それには，やはり，前の様に．してセクションペーパーの上に黒瓢の位置
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を定めます．そして今度は，それから直接に作圖せすに引きつs・’いて侮日

毎日氣長く同じ紙の上に岡じ黒鮎の位置を：叢いていきます．そうしますミ

第八圖のやうなものが出來上りませう．之れを用ひて，ほ“之れらの黒鮎

の曲線に沿ふやうにして，眞ん中ε思はれる所に赤道ABを書きます．此

れにて，も早や黒黙の南北は定つた0）でありまして，此の方法には全然，暦

はいりませんがしかし此れだけでもわかります通り，此の方法は，黒貼

の非常に少ないミきや，一方にかたよってみるεきにはあまり有半ではあ

りません．叉，此の曲線は十日以上も引き績いて書かないやうにする必要

があります．こ云ひますのは，十日以上にもなればBやPの値は可なり

代りますから．（諏訪の三澤氏の方法）

　此の外，色々経緯度を決定する方法もありませうが，紙の都含上省きま

す．我々同好會観測部に報告されるには，南北を分けナこだけでよろしいで

す．

　目下我齪測部にをきましては（a）の方法にて黒子の経緯度を定めるためB

の1。毎に叢いた，太陽面の経緯線の製作にかNつています．いつれ完製の

上は改めて，御知らせします．

　　　　　　　　　山崎彗星＝＝ニフオルベス彗星

　　　　　　　　　　　　確謹　さ　れ　た

　咋年の第三彗星フオルベスが實は我が山崎彗星ご　ua　一・のものでないかこ

云ふ考へは，いち速く本誌第93號附録や第94號に記しナこ所であるが，其の

後，山本，クロンメリン，野田諸氏の研究から推すε，此のものが同一で

あるεいふ藪理上の謹明は全く疑ひの門地無きまでに獲られた！！

　こSに吾人は此等の入々の研究を賀するε共に，改めて，最初の護見者

山崎正光氏の名僧を祀するものであろ一一此の事情が好く海外に知れわ

ナこれば，米國かちはDOnohoe記念賞牌が贈られる筈であろうし，叉，我

が國の三士院あたりからも，山崎氏に封しては何等かの表彰があって然る

べきであらう．


